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掴航うよ1発生し（和郎乙卑〕ノ4日ヰ句中ば（ゴ三日蘇峰）王

将もうポ十／へ－敷去れノ最盤、朝甘早い与イ玉牒上垣承りJ・り軒も喜総

て守恒症主つ寺ごと言む、もの拝信　釦和ご七見られ3．をあろう‾。

躾・，て今鹿の環境は

ヤ）胃壁噴き主にし落あA・C七C叫の飯食朝を重石、こない容隻0モ

承認すき・こと一石苗，うう。在世呼魂．に略・告脅し存いガ？

イ）本県そ東泉丁重こ日昌すう型て卓上型仔，＝ガ浮き療植田与に

吊のガノーあ暴1厚生禄考噴ドも　っ・こ、、3時．。ABC、Dの歓呼の

徹夜鞠虹により′且の現年の標本重野体して．肴偽を型曝占・0よう在朝

Iて．生脅し′今度即白書辛のような郵て尊命守男のガせ網を耳ヨこ自こ

ぶr U吋ちがか餌鞘の糸そう妖艶っが急がも細所有11。大喪あもしラ

く函耳栗再翠瑚乙・あうIY

亘）カワトンボとミヤて示アトンか現生の問題ヒミヤての終生軋

「吊ら年の勘言・切ワてミャてカワの畢生耳著しく軋・曝して再の

け興味モみげえでせら小六。矛周の私食ミヤでヤワはま喝も軋ら小謡
一一しニ　ー－



かっ箕の乙．．範隻卓隼韓査阜右、もしろがうう。

7．′　イノ　ウー：巨）弟え碁敵二、．ユq bも与の紀飾水樽慨．て再「てく巻

上う乙・ある。　　　　　　　　　　　／

引用吏直］
1）藩私費立（目し5〕カアトン蝋藤色聖ヒ観取型の輔泉乾埠／島

工・O L o告Y．DAT．A寛之・告：4

且）触軋皐県理科教鳥協会（「率もヰ）徹愛顧の討軋

鳥憎与巌め水
．範だ准成

り細目「‘I当もY・皐与テ「3訂′0

・昧農場市　乳温泉確乎可軍属囁与叡謡え

・便嘲函菓・硝酸偲藩凍C八〇卜抽｝｝一息針浣宗昌と竜馬寺昌一，

ム．硝酸華嶽破く．A紳由）．壇省があ出自渇寸50
必）．ネスラー耳簸　てニモニマ屯卓んこ、＼言と・患掛色・lて在る。

C）薗マンガン醸カリ薮（束I DCCノ斉観取か和ヱc cノ感

ヤシガン取ア噛⊥如瑚えく象し扁＿の．）風味拗劇ノ‘し
ぼノ廊マンガニ／醜ウ　の債　捌鰯え喜。

嵐）鈷・，R痩泰郎絹　布礫句が彿両・ノ春色にな信

検査布製
（ここを ぼ反面　示し＿た寸のを㊤ノ私産を示ぐ彦カ㌦ノ㍗㌃れ

をeて曝す。）

（1つ、等春日（神永の下の衷寸l）

票笥㊦£・ごく一針噸）
一車マンガテ敢カリ敢＿㊥巨軌合臣卦、孝竜）

．G・阜昏玲疇東　㊦（も？ヒ毛濃い赤色）

（2．）5会日

射象銀幕薮．．◎日食甲のものいけし卦、）
車、一、－



ネスティ塔要　¢　軋かて親ら萄埠色）

⑯マンガン酪力　薮・D Cヨ会甘・乃もれ音1上智い）

庁・乱射細浦藩（輿■・倉的〕Unよ●「尊い〕
（3）ア合切

扁酷傲森泉　㊦（もらとも鬼、・＼白色）

ネスラー執蚤　◎Cも〆　とも戎1、滴褐色）

週マンガン醜ヵー）薮　㊥（ご’‘く寒い華色）

G・・軋昏灸酸試妥　㊤（Ⅹ・く軌、脊軒も
考　纂

弓紅最としたのがj月5日，水野擢金工みこおったの（音′ズれカ「．ダし

ぼ“；ヾt吾後だったのこ′この形勢が＿・京　っ守りしたこと侍甘え患

い・が竜　し離恕いが，

①アンモニアの倉荷を．泰す雰スラー・試繁れ葡き醜＿ヤ厳命の食頭空席

す嶺色げ／上ド蚤すしぼ各．う惇ど塊くなっ六。

㊤璃碑杓の布津を示す鹿マニ・・ガン敵が映欄をばノてン．‘こニア′
曝射て々虻句してノ峯曇‖‘こつ車て輝く打3こと水車かっ打。・

⑤同じ風埠輯ご′　73ラン・クトン永・Y：ト‘と渡河は雅現した九．卑應壊

し紅殊ノ　舞定おこkにうミらしで略の＿㊦家∵不日つ机上ことガ6号存滋、

′く守二♂

者で左の勘こも，ムlて卦∋大水車敏いうこせ七．思う　魂丸は寺あ．才

重㍉Cしても′色、んなにぞ幸い＼‘こ象と「藤里の来／㌣‖lの‾）k乙・モノノ飲むこ

早言′／梵拍ノ′乙あるウニとの中一てけ′多子の酎て航射、碑牢′イ
ンキこて扶桑音小てい3七戊し小序し、。

二か礁告を密ふう1こ．あたら・こノ化轡の衆束．矢軌範乾l生の紛悌オ乞

いて年号車し㌣0て東海がら，二車ぢ・の虎鳩患k・射て叱Jこ当知れ申

し上げます。

ll　二　〇一・・



．．、、・一・一．‾‾・－、＿Aノ‾．－・1－一一．1

1ふ、．畢苗
．てこ〕＋ユ『 来蜃′

｝ゝがて
＿一一一一′一・・・・一ノ．

十一．．＿′

大水媚窮

ノ？J・．7卑‘針4日■ロ），G

・り埼20分、子女通りの齢湖がそ．うったが、また‘轟寸君は麦て、1

なかっ上事々・7人　奏せた久重！．り尋3　分西風　出嚢白・進　度

巌千東リ級と、初夏草加の孝た言海濁李怠け机ヾ、古　速力紹め折寺

0ユ労ノ　オ1∈摘

当地はねち了

与れ！こ副題t左．

だった1主．丈．地・針目は一㌧、ぬかったガ㍉ニ上場の

大に蘭、沃出て上えっ蕪「・登1て行った。堆ヰ寛子と寸子ヒに分か琳

て1まったが、、ヰ畦？赦遠の角で秘だリt．空っ丈0

8韓30分・・竜ノアブに√こやっはた〕予定は卑寿輌碩っで行くことた

る・って、一々が．ブルフ場の義側の遠路を行くこと／こした言豆．1らくし

て魂打者．そ1で為砿土人守麦∫中て一何十ソロた・「蠍こなって

かダ城は．才当才女旦九壷路が挽！．鼻息｛巌リ机、写主食lく歩き

絃け・た。この桝也／和上の雛的才中瀬か日か再は∴酌瀾

のろが多く媒材祝うた㌦差。粛々？煽不足のためガ．、遠路抽惑

えかノして′ま．1カく刺の殖再子っ，てlいた。そこで・ざノLつ斬
ら車別府の与ヽ菅く目早つ十十通路か幅太　夫　かっ大ので脇遠
！こそ力たリ．野原1行ったリ17畏賀妾腹っ来。またこの壷では鼻が

通うたる当こ、砂ノ三、’こリそ、恵む実。

！β堵JOガ！二十利腕ご着き、〆確み（た後日輯／こ度；針桑．

ヰ別府がぎ／お如！こ向か†て連ん．∴、隼7た。やみ才か招孝食をと5

場所を瀬はソしたが、遽宴会場戸佃ヾ見当すす－そのまま歩いて＝つ炎

。歩き抜け7日たせ＼－か庖小て．．膵々／こ壇くわて＼つ「予言の呟一

帯／ゴ本が虔＼）最、ろてソた左の・≠亘類が多く楓弟た。せかでi蛸か

下り城だ尤′ヮ7このまま行ノブ息、言勧／こ慮てはうと書うごと・、車庫

左、射禍見つけ、待望の受食音とるごとだ古一一え。そこで・冗払方と、、害

ったt‖て、JO分の冬食璃打くす十日㍉　この酎軋れ声調は千

は腐段梢を！、射く毘ま　るでを媛㍉「日長ようだが・仕分程し

て我々付三船二射た。・如吋ぐ也仕れ、とて再し示豆。／
r22．＿－



味みして増まで歩＼り隻．ゎJ．0ノ瑚呈少し亘も・磯だ着日たが、音そ頼、

如′こ強ナて、亘・／如拍砦のバス／こ貴幸はが渡れた銀子で点
絹ゼあうよう／この仕組柄で　症。

△皐旺針目ノ濱フ

・せ虎国男教諭、岩松及止∴稲村連木・，人．本胤酪的場寮4，．ね亀ゑ

†ふ圭一，竹田轍止将きよみ，今林純子，今村まこと相身孝か
）

賃．立　錐寺山．椀製記飽
ヰ山ま⊥

子ア67年‘月ヰ冒（ロ）年前7葡象を出発し′吸飲／こ敷合目上

竜ヶ水千旦曳竜嘩ソまと、′望、か久逢せ登3ことと右、つた。名瀬出卑め

確付．初めての土地で布蓄かき珍しかった言かし．息を階段が頂上

は・絶＼、て、沃ので・、大変凌新王。儀の巌象＼ため、ったの／ま・ミサk・－

アケつ＼・キマダラヒカゲ・・サ∴ノマシンミなどで・あ50ヤブや木の目ヂ’

みなと、、の下を洩りなかC、跨鐙皇・誉→．て侍ったのどが、何の廟射守

く差．た、一頭．アオバヤヤリセ見た左、ヴ千あっ実．頂上／こつl沃ぢ、大

島で、見右打なかヮた轍が、イ箕を歓迦日く叶石の律か）かと湘射

て、戊か、なんのは郎’かィ太。率Iぐ巣穴の／ま、そンシロプラウ

ばかノだったも「甘了く行くと、草城とん　鵜舟土上が、r画銅

逢った山王与って、・ヤって束∫一頭た。々うlて歩、｝7りるう・ろ／こ．

〟の蛸が番えて∵東芝・‘）モンシロ・スジグロチョウ・L．叉．アカウチハ

聞
”
已

ヤマト予ミ・ツ八メンごミ・ルリンジミ・そンキ声lう・アゲハチ・
ヨウ・キチ．ヨウ・コミスジ・アカワテノ・＼・マオスン．－ァゲノ＼・キタテ八

五ど再采・盤し七。やがて密しり昼食を終え、広東樹の秘こきて、そ．こ

て骨、十ソマンジミ．∴4ラサ費シジミ・ナガサキアゲノ＼・′フロアゲ作

・モ二幸アゲハ・フケソ＼チ匂うなでを疎鮎．この増　田的のノつ子．あ

てたグッマ二／ジーミと援息し信こ小手朝早くか喜久車／このり，ここFで

班の壕射た轍を麺壇押こ労けるとまの通りぐちる言職。．紬し苧

／信（腺射せ・革製放・虎魚老）の項やあリ、壌隻針叔）ノイ・ガ如・こ
庭．S彿′感材机一九水門0ノ車｛区NJ竹離丁，赦射

一22．－



日日自信

（1）アゲハ手・ヨウノ坤

アゲハチョウぐゴノレ‘7塙ノ11台MM軋ヰ利府ノ1合MO紺

アオネジアナ’八．！や刹廟，ユ令N工綻，三和1合冊‾膿）‘

ウロアゲハ（ゴルフ場Sw＃′・五船♀KN緩、三船♀M河東、

ナガサキアナ八（ヰ別血合NLAT′）

．そンキアゲハい手引南甘医N，SV森ノこねちM廿鮫）・・

（ユ）シ由子ヨウ舟

モ巧　ヨケ（．抽廊牟INI．4丁′KN′MM凍ゴルフ場

合SWノ　MOノ　K帖ノ・Nl）’

キチ㌣ウ（ゴルフ場前SW′MO′…、）す－両君「喜
モンンロチョウ（プルフ場和風一AT∴佃♀轟き争令洩珂

ズジゲロチコウくすルプ瘍羞SW．川ノAT′冊ノ．甲
ノ

′合え頭♀三朝）

（3）クテハヰヨウ射

イ手をンジチョウ（ヰ別府4拉N鰯）

コキスジ（ゴノしフ域♀SWノバNノ4T壌）

アカウチ八（ゴルフ場キS甲ノ・NI）

とノアカタラバー（ブルフ・堵S町，M卜1ノMOJ

喪タラノ＼（

（4）シソミチヨう妄ヰ

ヤマ1、シソミ宣∵ざル7塙・守・S甘ノNt′AT）

・ノバメ：／二一三（コ、’ルつ瘍・♀勘＞′畑当）

ルソ：／ジ、こく車ろ噛♀S町税ユ預）

サ、ソマンジミ（車列南事Nユ頸？

ムラサキン霊、ミ（三船銅冊0㍉相ノS聯束）
ぐヰ射／雪嶺）

†J　3－
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放．nlユ月ユ・2日間確さ小六。二両才色与もl∫日割ごノ隻粍涌ち上り身に

臣）で姑窓を闇夜しようというノ　鼻聾の毛り上々こ＼、た泰恒はあ「

常言圧放生的句密会ヰ下私のような内容と恵昂し拝。

勘苔寺でしこ町了旛尊永′喝俺爺・臼に針「うてて・：り酎て・あわせだった城，

尊い六郎平こ会苛七番こば宅た。2．卑苛老追えた生身耐朝食の糸在乞

祖ってもらい′ヒ1のような才物乞ってい葬のガ老見ても工．下．かすと

も禽薮があっにと恩つ0

敏和＝lJ車巌と風間慨あ東っ貪殊ノ・ま．D OD．新患く少耐乳轟の永司

－′く記し・号の1抽稟ど・あった。茅戟倉と‾声がガう／へ－こなってし骨、音

領し釆奇しガしノ「軋しいわわぇ‖「すて・さ！」等々の骨直し、緊要

・感嘆の声本あちこちと酢げ状′音半本榊東泉放璃仇艶明苧・しま「一頭

色ヒリとりの麻ム埴幼顔懐き軋凍ノ花譲リキもつと泉しい南武の醇鳶

色……言と書相可S C「ロマン寸～ノアわ・・・い　jしな、て．くわ。もう申

し句拝しノ声．がらチョウ楓リガ止められない－

々臥す咤外野（机か勧増・元車．）束．か珂ごノマイナスの酎叙て

東条のそこ　画がらぽノ　礼れ安中の車軌数藍こ・鰭存い7H、′一　斗事ヒ衣闇

け新勧和て方再粗野ガも衷羅し噂的向上封縮中日い、e

や争一同．叉北風盆品物

（1）毘東鰯舟木

・蝶廟　20年頑1ぎ且且を

（来硯露醜く・五庵ノ塵外　綿ア頚ご開展外酎別封増と和泉）

9嘲為11う豊泉

・箪首’与DO丸

・トンボ　120束

・舟を鼓吹とセミ　1U C，長

（三二）刀工ルの忙哺乳軸や礪

（ヨ7本朝練鼻放彗報脊

芝卓絶骨　ヱ♭ヨ

右ロー・∋雷馬．弟妹」癖計4痛

（教戒彗カう一等鼻′緒晶ノ雷翻りテルノ苺野郎い寒細と儒幽珂の盆臥養）
（S・W髭））

l“‘：－



斗ス佃の唾楓憂色体卑馬食観象
簡潔艶代

も椀集聖　教単車中骨薮町神足のバ＼叫

・練乳日　＿1彗b7年も司．

。額‾j紆　　ユスりカの幼虫

9藤樹　域磯風・スライドグラス」カバー、グラス・・スス・斜・ピン

．セット・酢醜力〆ミン丸，

◎常硬観審理膿

（1〕水こき軋＼、lこ魂フ‾七ユえl）力の・幼女の水芝車リノスライトプラ

ス‾の上lCのせる．

体の奥野をピンセットご甲えノー奇の阜lて曝針を埼ちノニ冊
轟かて頭壱引っIfを‘ヒ．葡媒切れノ軌こついて泉北麿や又の鹿の

．落奄とともに／まねのドロl）とし寵ガんじの寄3藤戒の、島のガ軋

られる。（町1寡繹〕

また′幼女の．庫の舞ユ喝密のとこうとノ，ズスC・切如しノ卑芝押

え布がら針ご線分がら詞「＼としご年．亨ノ・部面ガら融乳腺けみねし

てくる．

（ヱ）確根が免つ声つたう′　鴫・萄苗ビ不覇

存毛のモ取l）隙き′顧醸カ⊥ミラ液互希

．＿下．しノユ？う傷も、く・ユ完ヨ謡膚っ寓らノ

この上lてカバー・グラスでダけ′　東細はノ

1・D．－0′㌧300侍の亀膚率ご健康雪畠‾d

（喝2．森野∴「

（5〕應鹿こき密ら′轟かにカバープラスで

糾えるク・子中てよっr翻鴨カ揚がるd

600侍と、楓威す3と．劇叱赤iっ1．「

海事て′　内部の顔中にノ稀じ予て希した

・串雇の憂色俸庫障れ。

膏葦かこ臥、たオオユスリカの幼虫ぽノ薄′亀

希求亘うラ　執　れ　弘　毅の可用　立て

…　－　∴；l



‾∴∴二 ー‘咳くを「やし′針車煩雄餌亘・にトラー京・

札を摩って二翠五・こしいわれ凍げ　ユ賢節

ガら射主観掛縮軸バ当・受のう‾星野－

1＼盤で、せるガ．膚壊し．た軌蜜＼告＿．菜・L・

い鴇埼ヒ・し㌍■トケヲ∴／木才hkう‾だ。

この常竣Fみいて．皆寸革労し声のし音ノ

亘ま）釦勧蛍グ亘軒嘩出して・あ予仁王長軸

・壕複号素足を東覿ご・……‥と′温車もう

せ，何十監ヒいう勿負号：ザヱ閣帝の・′

再を秘所『5才三や　訃Tがうオ諌冒狩って訃音竜のの′頚軋こ上村

且うって鞍l）教亡たのせノ産のマ聖か拍ヱ瓜ギっ丁です

舶酢T／．唾碑宅酎致す羊華の敵い千才去、レク訪・たしl鏑の炎ち
ゐ爪でううが。

のめ確率カは＿て〕毛布．料十玉．康博を1‾・軋J・．み．F．竜．．五線Iこさて．ナノ ー
軋

こ
ぞで

しヰ

（号）の穐酎；しこノとう．rヽ・私の常噺ま′絡守単．って士きっ喪0線多年

．芭厳寒乙・き急と潤って顕癖虜との姓、い番がノ′・乾・土＼ごや花心らしでもの

13驚、軽†源い調うと．再開吾の直子療－）輪くわ互恵中られ．恭
可動て釈小た鴫ばガリ∈あっ凍。白匂白き格ガに押え焙十月自主財，扶外

C炎を以上に押えてつた．の銅し小海十㌔ノ自信丸紅肯庸′観象芭やだ

藤娘ぶ′Y、こド竜頭えノ3惇∵車璃亘のたすら…・．。

缶を′　こ紆軒湖江府っこ貢て．見ず、＼賀ことこああが∴刻女心東泉渉．

祈ると働いて一芸Iで撒くF　や1日てくいがら．勧め水軋恋やノガーゼ

仇土1てのせて′来在宅耳再と′’勧守声恕くやり々リぞ辛く存信

小雀しのや解した密蘭を蔽∴会食泉がウプラの感か覿対しす、′事1

置く身萄足竜忠鳥目、五組子針目h

Lガし卑し、ド竜虎雀の′催直さんの・御協力を璃てここl才ごぞ∂ニケ承

こ、ミ達したけ　を罷やし両脚渾恵に享′　潔く醇勧乾し招。

片闇の耳塚ぼ一再海月∴上武′今後し、つやうことが石そうがわがら・粛

わ机にとってノ二の絹や獲半端駐歌、寵石碑車自諌′・卑准古しガ
在庫密丁ト
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漁偲覇王
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予華示予・リ・．熔一・登庵刺激東の丸秘を・聾亘言当も

母鞍下慕う畑．1．天が姓のすり薫補完て専痛い凍結
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‘・て色感瑞卓等のと′理｛たふう岳とlこうわ昂亀1て蜜温lて筈鬼頭

的恒lて銅」栂こと叔‘孝そ上席承痔・タ仔∵14∵ア：十「∵す
ミ久‘てカてり　水あり　債鬼昔耳すノ、リマリ・ミノシフアリ・カ
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「幸美＿フ

日永に日もアリの線綿のラもては絹江つ．六一きく　7へほニ1∴，凍亀で鶴巧。

巨体〕

・一組1こ黒色左方う｛イ・、．ておリ　ノ化のマリと錐凍打。ぞみろ．と．この？．リ．は

イヒ勇マリ．よ再転匿が少虻．∵よラで守＝う　ぐまだ．こづ．）1一リは体中が軸も

iこおお石動丁子⊥つ　∴璃！こ紘和とつ弓こ弓「中こプア・1・　ノウ‡ノろ

巨も争頼上覧1

如’ロのまjと百日　に油軸を鈍めて　－ウー　　L埼二年こな寺と輝き机も

亀∵こ友一．1て干て・デート臣締付一番ともタグくなる。

軋控PrかL．けん鮭「い吊1ろよう任画欄＝こな勺と言上葬りで4－）治崩カー．、
＼

ヅな　生り甘綾での三色軸がタブく在句　で・

キ　ロの人もこうlこなもとアリの釣がだんだんとヅなくなり　そし　て
°

ロガ人　一つて（よ　ったう了リ吐どこ1こま．調あだ　う弓。（在　った

し　　　言、、リ1

も！∴　41で　j余り笠針ま．靭力範臍と＝ラ仇かつ‖い　て寸・うり　て　豹．ki－rな

あぼり”ピ痺ふ・凍l摘足夢中（ここの7㌧画でガ戦1・－て・、｝るとこう包旬

直毛軋るここみて空′た。二のマリ豊止・，ま七一こせ－きろガ　私め万の執

りであ′1た．J告は　また7　わ牝靭k　見ろここができた．▼11こ可・り庸∴

‘・なわぼり”争りのだ第であろうと乳われた。

〔唯物〕

ァリ叫摘守曹私であ，て・啓晶どふ〕アリの司会で・摘じであるゆ

・○軋虫の敢馳

勘掛物や宙

養マ・ノ　同′綽ある日は易癖

（オ在「告「㍗‖r　西畑lC．扁はる　～叫柚

0辣窯七且ゾ抹簸五目牒

屯風ヱ再・軍畑針町；粍風神如瀬畑・

！う　ら＿．1車　も巧25日　（8）

（分布フ

二二の？、＝泉ロ′本券イセ（二余市ピサ．．オ汗「‘ら節鼻げ＿う璧＝固、九骨はクプ（、分

布すろ　　　　；ニケニ　　・i‘：ノ∵リ　も鞍球史阜漣勘んで、．βの下・などトこよ

一　一し　ヨ　一°



甘発して生鴇色甘んでt、う，

「恥軋〕

ご　争乱のマリ乙吸わlは亙り．ガ1グリオオ守つよりすフこノ小さく．、

・体長は．3へ・∫州如亀である。

〔体ト

練橡赤花芝左事びており　顆に肇和と竣却グ濃l　よラであっ／きJ

主潮拡凡j

柵．尽、タ弓と逆・生す．∩机郡海で．鞠で　‖冬でヰタカでこし、よく：缶

勧守るマリであ奈。音た，どの了つても層Uでもろlガ・I．し考．しな、、ガ

・こめマ半場・あまりにも食明細，柚「ろことりうここ離…如弓∴

半？ラのは　瀕の軸足lこ竹牌竃遺し－て＝たら・どう亘うわサガ、5分
l
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放内樹木．あ． 証灯す折を二．て’
魂叫壷夫・七本騨畢牟

鞠巾討鼠の守のて北つとしてノ療内の和木仝轟l二名了、だ拍1うう二と雨

武的？．句頑の例会乙・：鹿由薗末豹だイ寺サケの針鼠奴譜空耳てがら象′丁乾
め梅奇絡ごイ土手魁．耶執ら陣。

搬御本碩摘1て末乙小椋初、ら′値っノー「邑即温噂、た密通を
紬餌場的乙モ1いざ和泉三顧へ鈍鶴で′老うた再くし埼C／紗′：への姫
能あ右酌が増潅吾的礪観に抽）渦ふきと舶鵡科とノ鼻欄へ＿に草＿1
こ狩が封旺・ことlつ′青いでった。

0線複和して鳩首軒＼。　5矩て首′らL配噌
瑚恕綺桶圏の軋・初島催鎮台ミ御科亀。も日印

モメ射†3（ノヾニも麒）ノ超覇者きノ取）つけ）こ軸恒あて。摘蝿

細さ嚇誠t準十時都祁たのき取l）っl棒0　鏑ア日

加醇勧岬如鴎Cしていただし＼たノ迫勅細流勧繊諒立
郎叱わ御礼申し上げ．3p

校内樹本官
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下血小柄P吊腑領袖おはしよ盲最上
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鹿見舞市屯桑日産蝶報の

冬のデ 勃状況老初凰日．の私鉄（解扱）
1966ノ．招67

CI／・／
J o　ノ′／

／

－∴　・、

鹿乳薗高専皆放生璃同者会商
d・凸　C＞　D

D

o O O

O

 

P

0　　　　0

I　はじめに．

針嗅仕1雪は巧件如1ヰヨウの誼錬竃を泉して1人未－ノ息のキヨ

ウの記載も番えす3碗会に南＝t万か？たが／分和才1日ち亨1上

菅から1く］b bキ泉まこ、ヒノ．qもら与　ユ　ガ⊆1q　ワ阜鼻音こ

の乾．鉾を－阜定めてノメの蝶の皐軌砿果し劾軋月を中lLヒし官印豊lて

すき。．二恒持だ瑛密ヒ泰のチョウの記ノ鋒善報巷栂かリーノ，机亘の

紀席も生かし且フスのチョウの頚勧汀乳首湘えさtCノ重々方面酎一間

粗密ここて生じ　のをノ　こ中らの呵願で画Cかギノ記録の積みすわノ

の恵疎さt窟二載りて親書すヨ境界石1あ信

二れらの問題を紅くカキは．メモを括って書くことtC車舌リ／メtを

括って書く二tに承盲のそあま。

つ紅亘ノ′〝軋た′′痺して′′書こう‘′　電単の璃み骨壷’

／

一一2＿うー



Ⅱ　札　　嘲

日記飯の泉わしオ廣ノ搬あ占い朋嘩Eい凍阜あらいけ硝酸木
椀毒あういぼ8号ヰヨウ鬼・撮畏ある、・、け軋替薮の鳴注あり／目督＿

言己疎の個体巌LJ′嵩（車巌）／サ（者軋）ノ十（ノト救）ご足れ考隼

曝してあう．′なあ′徴集あ3いぼ官等恵はノ埼乾し陳l－カギり身軽

寅正∈・あき。

乞）・満干の生簡嵐落書己錬暗′味見あい、．は愚考乾鼠示線lこ対乾し矢。

X日．5

正　春農あるいは臼や定率

ユ礪5年接　→　一粥6年
灸児島市田上町春寒

ムうサキツバメ　顧息臭亀ぼ患風′lて叱′＼てノ　はるがド少

もぐ⊆東部軒下肯け石、ノー最高8頭記l，六d

なあ′　7ェニッ7ス賓上丁倒れて113ムうサキツバ

メ1号を裸麦した．

サ＼1こいて占Jh符のカ㌦杷面にラ翻酌へ3すうれ

ふのき覿J＿。

X11．11　鹿軋鹿や尊蹄尊

キク子ハ　1蹄自尊

Xlト23．あ鼠亀や上長牒町

キ千台9．⊥疎臼督

7・乃　千日　　鞠凍貴．一顧来し、ソバ与か花（帝）の蜜と

敵いノ　フえ1こ惇し1あ，た諌寓く勃C吉葉ケし・ゐ小こ＼「

た）の本分　膵」口癖患しダけ六がノ　ヒ心．乞ったこ

秒針砿乙朝命一ラf．且0発く生／巨細筒′プア∈り・

度登馬や茸岡

キチョウ1銅巨l牽ご知者矛明のユ碩鋤乙一両妥してい打

て刀タテい＿1領置牽く平癒）：敗上こ・笥息子〈をし

政すくとIc一拭えリ首肯ノ　同じ巧に下りて日髭′Jくをし

Cl、FJ（ラ㍉リトリ　ーて）

刈・ギーア　優艶＿埼車上諷田町

一旦4－



ムヲ叶キララミ　ヨ簡日照‡1頭け7ェ二、／タスを應メ

しい、たのが／7ェニックスの聴t　が　李・・〔冬て

葦上る麹をH b C’膵と‘いちず日光よくをLC、1た。

対し　且？　鹿足馬市上肴田町

1．と

I．4

工．6

1．7

I．Y

I．勺

ムラ甘キテデ・ミ　イスノキさ切フこい六ら教頓が′　よ小

月「しくと戒まつR。，

夜見卵上耗＿由聖

人ラ甘辛ラデミ　コ頭．一夜の中を阿っ　て石っ7こリノ　ネそ

日光よくをしたりして．ヒイ片で壇っこいた。

凌．軋鹿骨上覧田町

・ムラサキララ、ミ．ヱ薗祓．昨日ヒ簡しよう白布動をヒ「

．▼丁、

聴軋培海上芝田町

人ヶ年『ラジミー1頭ザ′着蒼に「牲幻り日光よくをし

こいト静止す　嘩／知をア00　拝と・閣t　た′

凝敷島車上乾田画

人ラ↑キラブミ　ラ朝ガ．′諸牽、（二とげ回っていた。互の

寸の1軌J′大破個華だ，k．
華宿命晩オ㊧ナ魂

ムヲ↑ヰy八メ　教頭自尊　遵松野三帯

てカタチノ＼A頭目督　弟承昭三帝
鹿児島市上覧田町

ムヲ叶キY，／X　　乍軋撃
製っl壇の尤（の刀花鞠で淀イ昌をq吻C一存め回し

ていた。C SノへT S LノPIAノ軍4ち考′詑凝硬木頭，

r P．5〔ン　　44）

∠、ヲ叶キ主′．デミ　ユ頭自尊　イス′巧・爪革催上をとえ〔・
l、・・・・

鹿足厳命耳町鞋酢∩頭上

ムラサキツバリく・数葡巨峰

ゴてタラチョウ　義久御車う．余日0時博と凝取したか
－25－



1日勺　聴兜革帯時津的甲杵域限

コ∠、ラサ斗　越風物宙S境と軋取した。（衡拍言上
丁．22　－社史島や凍唱歌閻

∃てタラすヨク　超え幼虫3合を1熟採取し声。（衛キ；

君へ）

Ⅱ．1　凄艶靭帯上覧田町

＿ムラ下車ラブミ　1璃日華　羞松子工

Ⅱ．之　　鹿色革命上告田町

ムラサ年目‘手1甘日華ごひ‘なた拍㌦こきしてい．塞！＿二

正．1　　攫県鳥や上長田町

てカタテハ　エ魂旨撃　君軟さエ

ムラ下卑ラブミ　1疎臼撃　老松唱三帝

王，24　泉軋廃車田上町唐黍

そンシロイヨウ　　有合痩　頭官尊　鼻敏昭三部・凍＿・

（本紀ノ録中のユq Lし辛のみ慰む錬）

4ラすキツバメ。数贋牒畢・易者偏三申

年アテJ＼激属憎畢　妾解＿唱三野

厚恩身や天保山町

モフテ‘ロイヨウ　1魂も摩

Ⅱつ5一　恵松島や賢哲町域山賢山口
モンシロイヨウ・1・兎宙督

アナ）ダテハ　ヱ頭目響（1境は系見高弟轟線ムスギして

粗宴障l、て止フて．1、托。）

勧雪嶺　を山口珊畦のイラクサドあ胡．ただしい程の

ゑカ虫（芝へう・会うガ華を作り′有？4ん乙・l、た。

鹿製麻や呵池暫食草

そこ′．ラロヰヨ．ウ・甥摘畢■断摘諌

Ⅱ，17　麓鷹島や上髭㊦町

モンテロサヨア　ユ頬白響　患者昭享畢ごノ屠租の霹て、

、甲とこうを奄んF宿った：占

717タラ11⊥轟已轡；醇慄甲の椿の足C白とビンの
一一1b－



の笹を口吻を血し舟めこいた。C麿息僻庫の醇絶句）

度軋島やキ乾田町中却藤崎
モンシロチョウ　1璃；路上のこ蕗小フトを軋って＼、た。

盈奥皐や囁控町蒼巷

モンテロ十号り　骨：羊でベッ′　ナY！ヾか堪えてあう鬼）

の上と華人Ctl．、拝。

ノⅡ・＿乞う　患l茫島や尊師野本単臣博

71「ア〒Il l頭笥督　弟定を正キ膿日成奮

蜜．16　凰現車や牽蹄．町本管塩梱

草夕子111・璃自軍　若杉東鞋欄拍再紅を；地上D．5メ

ートルか評は：と収回フこいた。

軋軋亀市髄デビ町倉冬＿

4ラサ『ツバメ　て〒圧ライと仁王‥い7＝らノ教頭凍詮広之

っ　戸。

ムラサキララ、ミ，ザこけ塞（朝由か・あたき）の絵ご，教頭

が．殉左寄せ合うように舌3く伊た　「い、与の‾を軋t、

盆」．声∴　この範が集団がらっ軋られた－。

モフテロ十うり　薫

班．1　夜官爵車上毘田町

モンシロヰヨウ　1璃包尊

ムラサ『ラジミー1璃邑撃ご息を2回聴力虻トて痛む信

正．3　　線息詳細希本町新暦

てザ／＼チョウ　1璃日管

Ⅲ．5・泉偲島市上毘田町

Ⅲ．官

モ∴ノラロ十ヨウ　j魂邑響；瑠蒼に薇存まった。

キイヨウ　ユ頭昌摩・：考各に奄・げ’左ふ　た。

夜風島や箪師町本尊阻

アゲハチョウ1衰醜督：7iこ、リ．7ス料薬事嬉解の殖

えて萌急所の上空互　′回忌ように奄ん〔・行っ長。

Ⅲ．12　恵思慮市部坑町
lレり

‾、　　　＼　い　、

ノノ　ノ　ーヽ

一旦′9－



そンシロイヨ　ウ　童

アゲハ．十ヨウ　キ

マナ7夕子ハ　1頭．ご嚢拳K〔dl去る。

r　キヰヨウノ　ユ頭邑車

谷Aや牽二線キ

そシテロイヨウ　事：しン子の及ご吸牽しこノl＼医＿。

Ⅲ．47　　恵軌範や貫耐

軋りシジーミ　且針か醸ご店万正教廟牒奪
グロヒカザ　＿1♀稀

モンうロキヨウ　寄：クマ葺の嵐をロD句と土し帥寒
い木。

キ十ヨウ　芝項目尊

ツマグロキ十ヨウ　ヌ埼自尊

て－グ／＼牟ヨウ・数璃目撃

ムラすキツバX l鞠β等

Ⅲ・16　　見取卵上覧笥嘘に監督串

Ⅱ．21

丑．24

ヅてキチョラ．1杏・助下線・挽
笥置卵碑濃密町

ツーて彗ヰヨーク　ユヰ省令ヰ♀ヰ　嘗鋸は射抽殖
てブクロテロ千五ウ　1′か

てずハイヨ9　1ノ㌫C韓常別、饗）徳井訴尋・揺∴

ナガサキ了サハ　ユ醸臼響

ワロマザJ＼　ユ頭壇督

イシ方今寸ヨ亘　1項目響

ム？年中ノバX　十

ムヲ甘キシテミ　＋

掛だ頒布魂海部農梗・大早婚虹
4シガケチョウ　1ヰ

凄一定為す歯間

ツてキイヨ9　1♀

サツてシデミ・：上告

‾‥　∴　1‾－、



ウヲキ‾ンシヲ‘ミ

ムラサ葺、三′ラ：－．ミ

1♀

十三坪数コを碍与。

雲夕子】＼　韓

てカタテハ　脊

亡．・キ71「㌢テ「＼一棟

叩．ヰ　　鹿児島や謀蹄

ナガサ『アナI＼　ユ′合日華こグミの及解を吸＿フてい穴。

町．5　　鹿乳廣市上乾田宵

モン斗了ザ′＼1頭蠣；ツ、ソ三．の賽を聖つい、吾っ
夜恩薗予告努吟竜ヶ水

ヤクミ∴マ）レリラ三°ミ　1＿♀

了オ八ででり　巨含；ナノ．払′應ご・噸してい控。

訂．1　度兜軍事上乾田可

ウラナミラヂミ　：将牒僅

拍66号12月→拍67年番
馴・31鹿骨萄摩田上町薗蕗

モーンテロチョウ　1′訂

ルリノウラナミノヤマトのうち、、すれガを1頭目肇

ムラ甘ヰ＼ソバメ　十；，て亨ドシイ耳毎ノ

ムラ下車シヲ‘ミ　キ∵マテ／ヾシイ什凰

甘．2　　愚腔葛や宙上野東環一

七ンシロイちウ　1頭垣等

Ⅲ．う

Ⅲ．1ユ

モンキチョウ．1－・♀（＿迦プ1∫）人用畢会〕
藤懸亀有上蔦牒目せ

尋ヵ　〒I＼1頭垣尊：ウXの混（白し。ピンク〕・∈重要

していた。

夜風師岩町
ルウシシ1ミ　1ノ右耳

後免．喝皐喝理町彦冬　凍貴慮・勝田政務
ルりラ′デモ　4奄9♀＿

ヅてプロキヰ1つ7・打線

－2Ci⊥



キチョウ・．2早，

モアテロチョウ

スヲタロチョウ

晋．ま甘　食恩師上髭蘭♂
ルリラヲlミ　1♀

Ⅲ．19　壌・患部翠暦象温泉
ルリ　ラ　ヲミ　1有

キリラ・てミドリ　告ぎミ　附Aもコ春歌

町・ヱ・ユ　寵絶息や噂尭町昏各　席泉弟・勝田夜着

ルリララーミ　ま借上♀

ツバメ．シヲーミ　⊥各

章タラハ　エ璃

証．24　食乳耳や上髭圏料

ルリラ亨lミ　ユノ雷‾

証．5　霧郎中宮→鶉え密→殊喝

P・う中誘華那紛呼→鶉え啓線」芝春草
lV・3　　徹乳師鴨池恥骨婁　嘩・勝闇夜を

7有＼チョウ　ユ合

7日‾Tサハ

ルリラデモ

へニ・シジミ

⊃ミ、、・T）X、

キ十．ヨウ

町・1ら　鹿県鳥市域璃
V尺メシヲ

ムラサキシ

TVてシヲ

Iレリラジミ

エキ

ュ♀ヰ‘

ユ頭

上頭

上合1

採集甘心日孝義・中山圭一

ミ′　⊥♀

主・．、ミ　2番

キ　番

う音容A♀

キン三〇十号ヲ　＋

．ヰチョウ　十

〕）・・1官　藩札薗市喀地　味鼻息成田啓感・ヰ山士一
一3　0－



て千．ハ十ヨ　　廿

てオスTT午I＼　十

号㍉「㌣＝＼≠

キ打律＼廿

へニラジモー．1ギ

…ノラヲミ　う省令，云♀♀

サツて1シ￥、ミ　3′ぢ・杏＿カ年阜′

riv．ユ1・恩一足烏や酌　寒壌藷．曝料夜番

7ザハ十ヨウ　キ♀

7才スヂ1弓⊥年　ユ乳

、てカタテ1＼　ユ頭

サツてシジミ　5号各

IV・‘22　恵県鳥市軸
モフキ74111す　中山謹一・線

マイハチョウ　サ

コミスヲ　1頭　守山喜一・採．．

千オスデ了有11谷　や止1皇一・線

サブてシテ．ミ　う甘省　中山ノーユ名唱ユ卑卑・軒垣‥歓－

ルリラ㌢ミ‾　骨

相・2当　‾庵乳腺や耳町

7PTザJl l古　格幻攻杏・撮

モ㌢㌣㍗臣l　ま牒♀・喀田軋泰・凍＿

ILリラヲ1ミ　土笛‾　藩髭衆瓦・壊

すリマラ守ミ　1省．患者舞瓦，率

ア井村tセリ　1省‾　婁聴硬直・埠

⊥『らちを生1月

Xト　27°　簡牒為す書啓町車ケ来

ヤクシ‾て几リラづ－ミ　即・勿壊し寺鶴

ヤマトシデ、ミ　薫

ムラサキシテミ　1有税

ムラ甘苦ヅh＿X　轟　音寸本鞘の菅営、を頸齢頼り落し
－ヨ　ヱ．一一・



穴た乃′忍冬耳朝20′し30璃

が軋繚L K。　　　　　　　　　一一〆‘

50橘乳た舶ノ7項の坤王手
二二ゝ∠と借っこ中桓‘（臥1）

軌1（写項より）

封・23　能鳳凰市田上野唐桑

へニラデミi頭　芳卵冒稗・扱

ウラナミラデミ　1頭　如錮叫・乳

ヤマトシテミ　土塊　軍事呼碑・終

ツてプロ［ヨワモン1巨摩

ムラ寸キU白く．メ　軋各集団呵F蝉tT身
くコ　G余りの簑醸富み幸。∫醜く、与

．日でフわ東部ガ巧くノ7．㌧3頭のも

の本号つノjS＼ヰe軸の寮圧ガユ
つかう中°∴（軌コ）

ヰヲ寸キシ・三．ミ　ム〒牛キ＼ソペ牙のち

軒の賓鯨の寸こ　恥法ってil，のと

・－、∵、

1A R

射・1　敢度画布噂栗野藩を　革、患者・勝田破杏

ヤマトシジミ　1杏♀

ゴイシシデミ　1頭

ムラ甘辛シデミ

てカタテn A・簡

X「2　度料軒や嘩津野撥冬

4ラガアイヨ　ケ

コミスヲ1　1

［バブーヤ）メ

テラギンシデ、ミ

彗チョウ　2恋
ノ仁子モンラ‘’セ七

ユ名

凍寒属・味田政恋

i♀
〆
監
r

ぜ

ー32

銃（・C。十

豆
∵
鼻
ユ
ー

1豆乳



札　日　夜、記風下喝池野昏凍　寒鼻息・醸詮抜身
ヒメ「γカタテI＼1頭

ヅてタロヒョウモ7．二1分

モ：ンテロチョウ　1♀

γてプロキチョウ、♭頑

キチョウ7．シ省省

XトユD　鳳凰島奇書野鞍青ケつに

∠＼う．サキツ宜メ　十こけ十十の豪lこ，17ンヂ十もD O〔

晒捧ヒ良妻璃向）知喀由じ半音‾寺の個体打射∴

Xl．34　能吏束帯城山
ムラサキツバメ　げ　ヰ）キ　コ　～50頭

了オキ．30へrヰ0商
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シルヒuアシシ＼ミ左鹿凰島車柴原で凍免
農地

シルビアシジミ　1卑（小成）

・艶集地　鹿児島市野も町鵜原甘地

・放免日　1・．q66年10810日

・風束名　勝増厳弟　　・腺本所厳烏　恩松茂正
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貴重暫席太と峡やすく凍って下さリノ紅顔や患最と鉾丁由実牒細水

肴農にはノ‾深く感軸致します。

二三工手二
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食頂叙Cい争勧魂庭）．1ヰ名

（M・l〈定う

格トくつ一一〇編　集　後　乾く＞車齢く〇璃ト

○・早l、車の石ノ今年も蝉のコーラスが噺が事5蕃静に右当増した。

うっ、Cうしい梅雨曾ぱっづき，4の雪ボ専ら寺でもすれば毛つ砂

賓がく3帰すだのに′．紬タ絹が／へひらガ厚い・4のうちやっ‾‾

ヒ要の一部がきれノ々こも1ら下車、やか仔水色の空が掛亘、、る一

粗昌博序言帰ガしい尭ガ・好が車こ居中てくる。もう更なのだ。又ん

喀tモ′ふとえづくtと、こからがデーヒいう底い弛み入、菖よっ昏

癖の卓が有中ってく3。ニイこイゼHlあ3．

芭蕉の「喝が寸や釦こ‘し沸入3蝉の声」の掛才もラうんこの

ニイニイゼミきてし吾　のFあうう。

。束をヒこ和泉の豪は．こ．ん竜リヒ働木水生t、蕨ってあリノニ密

鮭の恵三lヒさばユーカリが十教メートルの高月ご竃■言色目三上

この辣みに＝4ニ4セミが．軒先首席り序みフ11てIlS。互tて
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郎夕詣わ芹し．の層訝寸で巌。畑屯ごう・足r巨即∈・師詞
白露の′3、とこjlてわ末しき亀大石行ってく小そうなノ4本なえを

あ、こてで3∴　白だ取壊が惇題lてなって．1、5虎在．ノごて身屯が1て頸

5こ小らの辣卦に蜃嘉と感じ差変醸しく隠うのどあう。こんな震

ヒモ言っ貰う後蜜のユ人力二「兇人ガすい互うなごと左一一一一一一」ヒ′

音っC音更L C．たっり。
，う葺一生の針、公の如号がノここl二ようやく発行すす＼才Lに・玉

．♭只の男沓わ：藤「てすら緬寒で勧めだ寒々后′　生徒涌頸町子をや

′1て宅行啓nノ発生のお力を債1）1打〕畑、うことを境港Lt。呈

粒の力こ計画を立てノ　研要し親もと音モノ液且‾しノ印満山＿′璃

農頂きこ　とと・一・・一，。互って片′新訂たき浅葱末平ら車j葺き愛東

を引きこ＿tや針譲出て匡拍車dこの薄根誇。てえ射てl†
き射るこあ昌．え机抽こ力、ら丸さとこ．うのて境生のあ尋毛博一）

寸に白倉与のカr寄・？、てをやリヒげ六℃言う孝心一百年リ療リむ1あ

こ・

Lがし，イの向重々百喝硬に直面し七。印敢圧はっそtっても

始めは1枚に午ベーブ副ヨはす．た㌦　たのが，軋って訊Cダ＿ズヒい

ぅこて水車がリノ々暗　膚℃じに「な　れ踊らをC点った。元

日言′榛碑しめ切り∴囁壌湖しあ切り等の卵於がちぎり卑小射て

発行机叩1旺増車一骨t白うこt∈あうJこのよう肯且、ま′省埠

丁場左巻椅巧心l度、怨うめ同線こあ信

ね訪、杏散のてし縁才ん水に．責嗜らしい作品を彿潰せ下てリ御

協力11末恒きし矢本九・九本さんlこけノ　ーLlより御礼申し上再

司。

＃々ぼ戒々の掘つとこうのすべての寺のき衷し切っ戸0ヨ卑生

の止車ヒしてl才′時繭的命藤を虜えた嘩タイ荷がすカ、っ吾ガ葡L

L卜ない。Lがしみにら「ノし巷をÅく．して失命重婚っ」ヒ．－、う杷観

て頂を㌧丞こ互老境の御意軋．緻鮮穐き酎グう甘、機会乙重き。

布く町定番鎚債．乳を都塔していよす。l紅うえ・′　ヒ・しヒlLか離下

てい子司。手う諒醜い碇しぎ巧か

〔承泉｝）
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事1◎L◎GY DATA　′門針権門‖鋤祀劇症1多三号

．鹿見薗高専曹硬生物同㊨会磯間組

腎行路．招　㍉r告ワ珂20日

鋳隻廃立濾　風解賓正・事理光代・原田唐←

・潜行本寄　食慢鹿や繁簡町ヨ冒ユ

克一足虜高療曹硬度殉宮内褒高級産物同事々
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